
支援・相談体制を強化
予算額 ≫1億4,520万円

　高齢、障がい、子ども、生活困窮など、各制度で分断
されていた支援を一体的に提供する仕組みを整えます。
　また、多機関協働のもと、訪問による相談支援やつな
がりづくりを目的とした参加支援を通じ、課題を抱える
方やその家族を孤立させることなく、地域全体で支える切れ目のない包
括的な支援体制を構築し、すこやかの施設内に分散している社会福祉協
議会を含むすべての受付窓口を集約し、相談体制の強化を図ります。

福祉健康関連 守る
福祉・健康

誰もが生涯を通じて安心して暮らせる社会へ

予算額 ≫285万円 予算額 ≫163万円

　生まれてくる子のRSウイルス感染症の感
染や重症化を防ぐため、妊婦の方を対象に
RSウイルスワクチンの定期予防接種を実施
します。

　大関として活躍している安青錦関が所属す
る安治川部屋の合宿を市内に誘致し、市民と
の交流イベントを通じて、あらゆる世代を
ターゲットにした相撲文化の振興を図りま
す。

RSウイルス感染症対策 相撲文化の振興
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魅力的な商品開発
予算額 ≫589万円

　総務省が認定する地域力創造アドバイザー
をお招きし、一般社団法人KICSとともに市内
の地域資源を最大限に活用した魅力的な商品
の開発などを行います。

産業関連 守る
産業・経済

地域資源を最大限に活用し、持続可能な産業へ

生産者を支援
予算額 ≫1億1,407万円

　中山間地域等直接支払制度において、将来
に向けて農業生産活動が継続的に行われるた
めの体制づくりを推進するため、多くの集落
が参画できるよう傾斜地などの要件を緩和し
ます。

55億6,800万円（前年度比1.9％減）
国民健康保険や介護保険など、特定の
事業を行う会計（5会計）

33億4,661万円（前年度比10.2％増）
市民の皆さんに飲用可能な水を供給
し、適切に下水処理を行う会計

歳入歳入
市債地方譲与税

県支出金

国庫支出金

各種交付金

義務的経費
39.9％

義務的経費
39.9％

歳出歳出

投資的経費
24.6％

投資的経費
24.6％

その他
経費
35.5％

その他
経費
35.5％

　市の歳入は約3割が市税（主に市民税や固定資産税）などの自
主財源で、約7割が国や県からの交付金・支出金や市債（借金）
などの依存財源です。

　市の歳出は約5割が人件費や市民生活を支える福祉事業など
に係る費用の義務的経費で、約1割が道路や公共施設の建設な
どにかかる費用の投資的経費になっています。

特別会計 企業会計

市税 28億864万円
市民税・固定資産税・市たばこ税・軽自動車税・
都市計画税など市へ納入されるお金

人件費 25億9,066万円
職員の給料や議員の報酬などのお金

諸収入 4億7,492万円

その他自主財源 11億1,195万円

公債費 13億2,450万円
市が借り入れたお金の返済に充てるお金

普通建設事業・災害復旧費 19億5,061万円
道路、学校、公園などを整備するための費用と災害で壊れた
場所を直すためのお金

市債 9億2,200万円
　国や金融機関などから借り入れるお金

繰出金 10億5,961万円
一般会計から特別会計へ足りない
分を補填するお金

地方譲与税 1億6,706万円
国がいったん集めた税金を特定の基準
に従って譲与するお金

補助費等19億8,937万円
各種団体などへの補助金など

国庫支出金 19億9,523万円
県支出金 13億7,349万円

国や県から使用目的を特定して
交付されるお金

各種交付金 8億2,471万円
国や県が徴収した税の一部が交付さ
れる地方消費税交付金　など

物件費17億7,777万円
物品の購入、業務委託などのお金

積立金・貸付金
4億7,153万円
将来に備えて貯えたり特定の団体
に貸し出したりするお金

地方交付税 46億7,200万円
　自治体の財政力に応じて国から配分されるお金

扶助費 28億3,428万円
生活保護、児童福祉、障がい者福祉
などにかかるお金

維持補修費 3億5,167万円
道路や建物をメンテナンスするお金

歳出

歳入

問財政課（市役所2階）　☎88-8120

貸付金戻入や団体などからの助成金などの
お金

当初予算の
詳細はこちら▶

一般会計 総額143億5,000万円
（前年度比－10.9％）
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